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水質汚濁調査

大阪港附近における水質調査（淀川水系総合調査）

紛丘の産業の発展およひ’都市付彰肢は若しも、ものがありそれに伴って工場廃水都市廃水

による水質汚渇は唯に水産上の問題に笥らす1河J11の場合は上水飴k源として衛生的見地か

らも堂大関心事となり各方面から注目されてきずも

国においてはこれが防止対策樹立の基礎資料として全国主要河川における汚渇の実践を把

慢するため、まづ昭和30年度において将棋川、淀川｜を指定して第一回の調査をすることと

なり関係各機関がこの訴涯に協力することになっTこ。

この調査で大阪府水産試験場尚EllI水系の各河JIIが流出する河口附近海面の調査を組主計T

ることになり、兵庫9総産試験場、大阪府衛生研究所の協力を得て突施したものでめる。

認査要項

a~は昭和30 年ユ月より工記月までの毎月下旬、下記の期日にできるだけ明朝時を選ん

込

L 月 I2 月 I3 月 I4 月 I5 月 I6 月 Irt 月 Ia月
ぉ .26日I24. 25日／29. 30日！19.20日I26.初日！ぉ .24日126.兄マ日 l2s.お日

9 月 ｜ 工0月 I 11月 ｜ 工記月
i 26. 2マ日12ワ.2 s EI I 2s . 2 0日！ 21. 23日

即ち大阪府水産繰漁業監視船「はやて」をもって、各月ともお日にわたって全地点の潟笠

をおこなつ九

気象鍬！J、海況観測、水:1:tl!:,1査は海洋翻jU,.:.o)定むる方法によって実施した。ブランクトγ

定量は掠燦した試料をl,OOOi音に術尺してステンペノレピペットを用いてその一部o.記（氾を

計算板に移L主主類と個体数を数えすこる

一段細菌、大腸菌新£仇、ては大阪府健主研究所がその駒1(および諒設を担当した。

調査項目を列挙すると次のとおりであ弘

気象（天候雲鼠、風向、風九気忌〉

海況（透施E、流凡気温水温〉

水質（PH., C.l .J K 14i 04消費主1,I2消費品， D.O, B.O.D, NH3-N，亙硝

酸塩，珪致塩〉

細菌（一般細菌数，大腸菌群（1.1.p. N) ) 

一工一
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浮遊生物Ufilほlfl) 

な:t,o7］（質は表面水と底JM7.kとに句、匂子折を郊きしたカミ D.O, B.O.D，一関脳波s

大腸菌群については地点1-5までは要請7.kのみとい地点列9，工1,13,15，ユマ，19

は省略しずこ。

調査地点は別図のとおりであるo

調査地点略国

ゆ地点番号・ ／ 

R i－－’＼トミ~＂
ω 」J寸~. 'ff1 

u二000 ⑬ ω：」；：三大
⑫＼  ·~", 

5000米 ＼-----_!:J 

調査結果と考察

気象海泳水民知鼠プラ γクトソなどにq 、ては爾在地点に各月得、各項目の結果

を記入して河川休の海面に流入してかr;!J)分散状態を考祭k 特にふムマ、工O月を冬
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春夏秋の四季の代表的な徴侯を示すものとしてとりあげ季節的な変化について考察しずこ。

海況ρ うち流向は表面流向で相当faの影むが強く、ま t.:~定時間も一定していなく且つ同

時続日！Jでないのではっきりとした結来はでなかっTこる

透明度は四季を通じて記～3mで河口附近はQ5rn.の所もあり、全般的に大阪湾北部は濁

りが著しいようである。

気温に'01.・、ては工月の殺査の工日目は5む前儀お日目は100～11 'Cと2日間で5℃

の差があっTこ。 4月になると 90～工工℃前後の温度に上井いマ月は最も高く 28℃前後

である。エ 0月は4月とマ月の中！日！の記ocm1後の気温を示した。

（リ水 温

｜表面水j特に沖合の地点と河口附近の差異J秘められない。しか凶節的な変化

は大きく l月はマ ～8じ 4月はユ店。～工4C、マ月は2『10～30℃になって1月

より兄0℃、 4月より工5むも上昇している。工 O月になるとマ月より約工ov低くなっ
てユ 9℃内外の温度を示しTも

1底回同 年出jを通じて河口F付近の水温は沖合よ門北川しかし防波掛は各

地点間の温度差はなL、。季節的な変化は表面水と同様に大きくユ月はgo～9む、 4月は

エ2c～工 4亡、マ月は最高28. 5む、最低記s.i_1:むのJUIで、ユ 0月に入ると兄O'C附

近になっている。

表面7.Kと底層水の水温の差は工月は底府71<:がlt:'市く 4月は差異は旬、。マ月は底扇水

が全般的に低1.,,7](滋を示していとb 10月は1月と同様に底層水の方が工℃高くなってい

るo

(2) PH 

！表面末1波kの混入によって河口附近の位は8.0以下なことに刷物響に
よって北部の海面は濃度力低下が著しく、 10月には一樹中合切地点に料、ても 8.0以

下であっTょ。まずこ防波堤の内部も外海水との交流が少ないためにマ.5内外の低L憶にな

っている。しかL会般的にみれぽ距岸店時rJi付近の地点においてはほとんど通常の海水の

値を示しているので、淡水の影響範囲はこの附近までであると考えられとb

！底脳水｜ 比重の関係で湖水ほどお駄の影響を受けないのて全地点ともあまり

値は低くくな川各月を比較すれば調査前の降雨のた湖、1月が全地点とも他の月に比

絞して伎が低くなっている。
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地法Hとも澗笠地点の季節的変化
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~~－－·玄j M円から;,Ii山距離はむ；｛W.l:~:t11-J関献を有以水の混入社逆比例

しているo .rwち？｜｜：部の淀川木流の淡水影響水域では故も出索昆は少なく、 2Km附近になると

塩京jは大部物nしていとb CL誌を各月比校すればマ月b渦の月より値力誠少していとb

Fig 1 参照

！底用水｜ p Hの結果と同じように附水は矧水は較して比廷の酬で淡水の桜

響は少なく、 if｛岸記hの地点においては工ワ，G fAJ7'トの悩に回復している。しかし淀川同議の

影響のある地点では邸同水についても極楽魁の減少泊三認められるがあまり広範聞にはおよん '-・ 

でいな川底肘水にq 、てもマ月の極索量が一議械少している。

Fig兄参照

(4) K 1.'ln 04消費量

！表面i水｜ あまりはっきりとした分散結果はでなかっ九たX耕崎J11の河口附近は年

間を通じて市川置を示いその影響範囲も距岸4向附近までもおよんでいる。その他の河口

は特に若しい傾向はなく、塩素量のように分散傾I劫tはっきりでるとし、うことはなかっTも

これは採水地点附近の海水自身の有機物と河川水r-:W.1入している都討議水中の有i掛合との差

がでてこなし、ためであろうu ユ月ヵ・他の月に比絞して多いのは01.カ・多いのにPHが（足元、と

いうことなどと考え合せて何か他の要因が影稼じ口、るのではないかとも考えられずも

！底 j国 水｜ 表耐水印践はっきりした傾向はム山されなL、1月とマ月はほIN水の方
が表面水より位カ沙ない泊＼ 4月とLO月はあまり相違はない。

(5) 工完治資量

｜表商水lKM11 04,？白飽と同様にI2WI矧の分詩文傾向は判然としなかっ九しか
し各河口附近においては消資量多く、幼3に沖合にむかうにつれて滋少U亙常の債に回復し

ている。

防波地主］でt坊さに工2消費量の著しい傾向は恥、抗神的J11と木津川の河口附近およびそ

の沖合に含有地の多い地点があっTもこの納品jはIDUJにおいて故も著しいが、これt:tl.k温が

上昇することによって、有機物の多いこの雨可川でとくに工2 消交量が増加し、このような

税凍になっているものであるう。

｜底肘禾－1年間を通じて河口附込ことは津川百j口附近の誌は多い爪次第に沖合
にむかうにつれて減少L、距3今1:2 Kr.1~付近て・はほとんど通常海水の含有量になっている。底知

水の方が表商水よりも消費量tたかなく季節的な変化もすくなb、
-5一



(6) D. O. 

1表面永一｜ 防淡泊村部のD.Oは紗して凶泊三ことに瑚は水質の惑変色

D.Oの減少は若しく河口附近は全地点尖411.位以下であつずも防波話汐トの地点では四季

ともD.Oはほとんど辺情毎水の溶序盤とかわらな川四季を比絞するとマ月が設もIλ0

は減少い 4月、 10月附jじ傾向を示し工月は設も多川これは水面の・ifii低が海水中

の還元位動質に対してその作用を助長または抑制するため瓦に多くの佳奈が還元消費さ

れ、冬はあまり彬響Lt.1:いという結果によるものであるo

！底層水！ 各地点とも大f緬常のi容存量を示しているカミ マ月則強上昇による

底資中の硫酸塩還元指摘の還元作用により、表面水と同様に底府部においても 2nm｝中附近

で減少の傾向がみられた3 季節的j庁長としては表面水と同じである。

（マ） N fu -N  

i表団水！ 都市廃水の影響が最もよくつかめた項目である。すなわち防波堤の内
部はN&-N量多くそのうち正長持川木津川河口附近がとくに多I.,'o これは上流に

未処理下水の放出筒使が多いためではないかと考えられる。防波堤外のNfu-N :l'Jは

海水中に分散稀択して、とくに多記検出しtdt包点はなかった

1氏層水 i表凶水より NPJ3ーはは減少している。か溺に多かった地点は
底I宵7.Kも多かっTこC季節別では4月は全般に少ない爪他の月t主特殊な却L点を除いては

大差はなb、。

（訪亜硝酸塩

｜表面水 lNぬ -Nと共に都市廃水の影響を糊リするため叫、要な項目であとb
NH3-NとN02_, N 03，倒間にば下水中に含有される有機性腐敗物質の分解過程等

の上で煤態性があるようにいわれているがNH3-l-Jと同様に防波堤内ではその値は多

く、海面中では次第に分散しているという事方bかった力三両者の！切ではとくに著1ム、

関係は見出されなかっTも即ち木津川河口および尻無j叩可口とその沖合附近に亜硝酸が

多く、また他の河JIlにつし、てもめる瑚拐には多い場所もあてガこ泊三沖合2Km附丘になる

とほとんど下水としての影縛はないようである。

！底層水 il月にE込寺川が臼54旬、マ月に琳削l阿口が0.. 38町と多
かった州の地点では防波堤の中でも通常の含有量で、断トは殆んど0.1mg以下であ

弘

ーマー
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｜表 rni水 ic..：：とI弓ぷ；こ叩！Iかつ5；公民；がはっきりと－c.t、－~ －；・ばb・.＂＂：；；＇；，｝ Ji(}:fつ

影亨〉乃0tl.-、itl.i.,(i，はその合；f'j_]lヱクくi：！て？にむかうにつλて次弘う；こ込；ヱ；ス少している。戸j

JI IlkヵT与水と交流するネロヱ：・1c二.;{ j~il とじぶ：·D ；~＇，＇. f誌をなし0.l の合：：[i,.i と；ょ正反対で

ある。河川7］（訟の政も多いマ月tむ名・政多く、工月と 4月は大体同じでlO月の以r：！：：少な

かヴゲこ。

Fig 3 参照

！底 M 水！ 底政悦はfiiJJI l7J，の絞3が少ないので京国＊－と比絞して泣認知は減少

しがj半づ｝｝lーになっているo しかい可口附近はやL多（..'b防波堤外の各:ili!J.誌；工rまとんど通

常海水の合れiと同程度になっている。

?ig 4 参照

(lC）一般絢関数

｜表 国 iJ各河口！？悦には冬期を除いて年間平均i0, 0 0 0 内外の細菌数を数
え河川水の分散するにつれてその数ば淀かする。しかし潟水中自身の保菌数もめるため

かどの地点までが影容範囲であるかということは判別しにくむ、G 各地点とも冬期を除き

平均して工， 000程度の数を検il',Lt-::iJ＼冬期は水tfi五低下等の影容でその設はO～j_()0 

の；UJにが少している。夏期は急激に細菌数は増力nする。

「五百－jfJ採水制紗なかったので加減｛向をつかむことはできなかった瓜

同地点の茨灼部より民的部のプ知設が多い場合がみつTこ。

(Jl) M. P. n 

「芸一百弓（I河口附近の立.I＞.日は非常に多L、まTこ沖合の地点；こついても之h

り4向の地点の方．カ敬の多いj多〉合もめつ7～7ほt（拘にt主名古1：市廃7J丈のL苧立
よ

21f札F千f近主でで砂つたカミ籾菌については必、ずしもその範閥ではなも、ようであるQ 冬矧

は一殻細菌と同級に数tたL、なも、

! I志信j 水｜ 詞豆地点が少なかったので傾向をつかむことができなかっTこ。

（お）プラ γクトン

調査地点を3つの1M或即ち地点工～5をC7l，城、地点6～工兄をB水域、地点13～

ユ9をA7J(i或と便宜上分けて考祭してみずこ七

iエ 月lNit. Seria七aは全地点、同られるがとくにA7J＜紙、 B水域防
同次いでAs.Japonic a, Ch・話ねえ.ft, SK. c Os七日明 などが同水

-8-
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域な多かつずもなお神崎川河口においては創誕駒1主に出現しているが種類は6極だけで

-----でしかも盆自侭少なく水質の影響が考えられる。
I 2 月lz月はSK.Costa七umが最も多く出現し0械がー昏多くA水
域は最も少なt.,b .As. ja poni ca, Ch. affni s等は全般に誠少の傾向を示して

いる。動物性のものは工月とほとんどかわっていな同

「τーす7採取方法不備のため略す己
14 月 jSK. cos ta tum t.J;2月と同様に最も多くことにも水域防く出

現しTこo Ch .aff nis, Ni七.se ria七aはA7_減、 Bオd威に出現しているがAs. 

japonica は工月， B月より減少の傾向を示している0 3月まであまり出現しなか

っt~功物性プランクト γのうちNoc七i.sci n七i工工ansがやL増加しているがその

他の極類については大差はなし、

I 5 月 14月迄出現してい1-::Chaeto se ros属はB7J札 C械に品、て

怠に減少しかわりにSK.co s七atwr.が量的に多くな以 ことにB水域においてその

量が多b、鼓動性プラ γクト γの中でNoc七i.scin七i工工ansは4月より増加して

いるのが目立つが他の種類は波かしてし、る。

I 6 月｜ Chae七oseros属は極類についは5月より多く出現しているが益
的にはさして多くな川全体組成からみればSK.c osta七umが優位でB水域、 0水

域に多くで川、る。

！？ 月 iS]Z. cos七山mがC＞ら A械のJl民で出現しワ月の組成の大部
分を占めている。この夕刊誌.seria taがム対抗 B7J＂域に多くで Lいる。全般的

に6月に比して情物性プラγクト γは増加してい弘劫物性プラγ クトンは種類のみや

ふ多くなっている。

I s 月！ ？月に比して植物性プラyハγの鎖的げ月まで組成の大部

分をLめていたSK.coS七atumが少なくなり、 Ch.brivis, Ch.compre-

sses が霊的に増加しているのがめだっTこ。またCer色tum属がやふ増加の傾向を

示していとb

I 9 月｜ 切に少なかったSK.cos ta tumは物山とくにA械が多く
C 7J<:f成、 B7k域も組成の式書店分をl≫.）ている。その他の植物性プラγクトγは波かい

とくにC水域は少ない。動物性プラ γクト γは8月から詮類、量とも増加していずも

｜工 0 月 1 Chaetoceros鴎は前月より全地地点とも減少しお麟程度し

一工l一



か検鏡できなかっ九

組成はやはり SK.c-cxJ・~tu ：じ1国！と Coflci.nodisucus. sp.が大部分を占めてい

る℃ IT"d.尚性プラソタトソはNoc七i.scin七illans が比較的多く出現した。

｜工 工月｜ 0凶 θ七osorou属は全it!!k¥J峨少し九繊は相変らず出・

C 08 ta七山口が優位でめとb なお却助性プラングト γの中でNoc七i.scini；土工－

lane, Co~podanaupユUEl等がfil的に多tiに出現しずも

｜工 記 月！： 11月にくらべて植側プラ γクト γは込種類ともに物Hの傾向を

示しているカ・チ胡l分SK.cos七3じumでことにA水域に多b、。助物性プ．ラ γクト γは

工工月より景、在瀬ともに減少している。なお詳細は別表のとおり。

綜合考察

河J！休の影響は表商に著しく現われて底府にあまり及んでいなL、これは主に淡水ど海水

の比重の差によるものである。たどし水量の多い時期にはかなり底府まで影怨のお上ぶこと

もあ弘都市の種々な廃水もこの河川水に拠って海面に流出しているのである爪淡水の海

聞に対する影響範聞と都市能水の彬斡範囲はやL奥り淡水の方が広い範聞に及んでいる。長iJ

ち大阪港の防波描有は相当に都市廃水の彫醤カ秘められるヵミ港外は北部の神崎JI！の許可口附

近を除いてあまり遠くまで影響はなく距岸2Km附近が限界のように考えられる．

細菌については距岸41{官tfiftj互においてもかなりの数を検出したので必ずしもおhまでが範

凶とはいえな川河川i水の訟誠に及ぼす影響は気象、海況などのほか溺流、水温等の変化に

とくに左右されるので年出ト定しないのは勿論日変化についてもその実態を把握することは

充分できなかつら

プランクトンについていえばその組成の月別変化は別図のとおりであるがム水域、 Bオ常夫、

07］（域の三つについて比絞すればA,B水域は全般的に種類、量ともに多く07阿武は少な＼，b

これはA，削減が丁度予引117.Kによって運搬された各種の栄養塩が好条件4こ締卒してプラy

クト Yの繁抗菌こ最適であるためとすすえら人 C水域は都市廃水の窓影響によりプランクト γ

の出現カヨPなくなったのであろう。季節約消長についていえば一ヶ年を泊じてワ凡8月が磁

規起ともに増加を示いとくにSK.cos七a七umは全体組成も多くマ月を中心として変

則にその繁殖は若しかっ九こ糾主側測に相当量の降雨:i：あって栄養境が詩編に流入し水

温等も繁殖に返するためであろう。 ユ工月も全休誌はや込増力町する爪をR:iii工限定されてい

弘

-12一
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、J

J 

J.i1ig O 参JR!

摘史：

（］）淀川阿口y毎回読｝百：として大阪湖付近l9地点につし、て毎月下旬、気象司 j毎弘水氏、細

菌、浮j緋主物の調笠をおとなった。

(2) ~j宝石吹〉結果淀川の水が大阪湾にどのように流入分散しているカ＼また季節的にどんな変

化をしているか概買各を知ることができずら

（。淡水の彰容は塩化物‘援投塩矧こよって純子の範囲をぐ功、むことができた。

(4）都市廃水の：%鍔はD.O,NHJ一目、 亜硝放邸等で範閣を知るJjfができずゐ

（θ河Jl!Jkの影響は表服部において著しく底j凶部にはあまり彪容はなLb また平面的な分散

；ま沖合へむかつて年間平均記Kr.d付近までがその範聞なそれより以遠の海岡山おいては雨

量のとくに多い時－却jを除いて；まあまり影容はな＼，，'o 

(6）時期的には夏期が河川水（都市防＊を含んでし、る括主合）のむ々の影響は大きしb

（吟 プラγクト γの繁瓶は河川水と海水の混入程度によって呉りまた水湿の変化も影邸主大

きし、この附近の海域に出現するプラ γクト γ巾劫植物性合せて30～.＇.j. 0琵緯度であるQ

都市防水の影響の強い場所では品、民鋪ともに少ないG
／ 

参 考文献

--、、

く担当 兄部次郎．佐凶束手伝と）

( i）大阪府水産試験場：水質汚濁に関する調笠報告（その二）（工 055)

Qi)杉本新回：工場廃7｝（の分散iこq 、て 内海区水産指究所研究報告第3号（工953)

QB) 新聞： i怠7Nの分散を支配する挺京 内海医水沼uf究所研究報告第マサ（ユ955)

qy) 日本気象学界紛：海洋観測法

(v)水質t7ii詩訪止関西地区協議会編：淀川水質汚潟総合調査報告
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大阪港附近に出現したプランクトン

月
一
川
下
J
r
J
i

斗三；
・4月。月B 

2 

A r、t、J
月一
B

エ
A 

0.04 

2.0 0 

20 Q40l0.30 

α40 

Sub_ce condus 

Dun壬cus
AffL""liS 

Debilis 

Laciniousus 

Didymus 

Dicipiens 

_ Compressus 

II、 Lorenginus

Eibanii 
Briv王s

Constsictus 

;Sociaユis
C也、vise七us

Pseudocurv壬se七，US

Ferny壬anus

) n Sp 
A_s ~- _Japoni♂ミ

自1-.・ FrauenfeJdii ・ 
. 1.・. 11’,i-Ni七zschioides
Rhi._z-. Se七:igera

.I! ,~ .・Ala七a

" S七yユ臼ormis
11・・, Steユterfothii
SK.今、Cos七atum

• .L~~ :.~9-12_ －~二一一一一一←

？

？

 

？

？

 

Ch. 

n 

" 
ti 

．， ．． 

IT 

『1

Ii 

II 

II 

，
 

，，一－

・6





ミ

nu 
つ旬Q
 

1

1

 

．
 

1

1

 

、

QO 

0.0 

QO uq 4 

、

~‘、‘・

ta

』

u～’’

i
 

n

J

V

h

p

可

，

J
－d





一，ーー『圃7・圃・圃アア圃圃圃電車哩E耳－ξ－宵ーーー一一ーーー一 一

大阪湾沿岸における底質調査

海中においては自然に合有される有機坊が沈澱して物質代訟の一因となる奈は衆知の事で

わる。しかし都市志向、工犯－泥水中；こ含有されるなむ：：a1えびその他の沈諒f：カもぷ決して自然

状12:1の平衡をさえり~元位。均廷を生じたり政支去を欠乏させたりする。

このような恐沫において大都市と多くの工場合もつ大阪1ごすのほ佼が如何なる制浸かを／~：泣す

することは汚潟の裁長を把握するための資料として必妄なものと考えられたので本釘査を突

漉しTこ。

謂査要項

（リ調笠婦間

昭和30年マ月4日～8月22日

昭和3工年L月エマ日～3月6日

（記）羽査場所

神崎JI阿口附近・ Ci11JJI I河口より沖にかけて河川！の影響をうける区j或）

正逮寺JIi （都市廃水、工場廃水の路3を受けている区域）

安治川 （ !I 日 fl 〉

民無 JIl （ If fl fl 

木 津 JII （ ．’F fl 自 〉

住吉川 自 If II 

浜 寺沖 （普返の海岸で湖、流の必訟のある区域）

泉大津誌予防丘 一－ （：仁滋完水の記簿をうけている区支え〉

泉佐野町近 （潮流の影響の強いと忠われる区以）

~砥川 II 冒 〉

大阪湾中央部 （基 準 泥 質〉

採泥地点の略図次のとおり。

一工マー

工3括払点

9地点

8地点

8地点、

9地点

マ地点

ユo地点

工3地点

工0地点

10地点

8泊点



－

1
1
1
i
l
l
 

it－
－

！

ー
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。
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． 
工記

． 
ll 

-18一



調査方法

各部底地点においてエクマγ採泥誌を用いせ采泥し泥はできるだけ均等料品合して約工00

9を採泥瓶にとり、 24時間；？）.内に加部品マγガγ酸カリ消費量、直猿過マγガソ駁カリ治

資塾、全硫イU弘遊離硫化物、灼熱滅訟について分析をおこなつずもなお調査は夏期と冬期

のZ回とした，

調査結果

分析結呆は次表のとおりであるo

(1_）神崎川河口

St 
3 0 (rf 8 月

C.O.D VlD 全硫化物 溜垂旋回方 工.L. c.o.n 

工
BえV兄＼之 ~l 立q捗工＂ta ~伊a"-s l.~ 

回l5歩乞工

2 4.完ワ 4ユエ Q兄G Q04 5.21 B42 

3 39.44 記4Bマ 1.76 Q29 工4.00 工ユ.58 
,1. 24.兄9 ♀91 0.92 α工5 8.9記 25.68 

5 記6.9工 3.45 0.46 0.06 4.94 工6.44

6 6.28 4.4工 0.61 Q08 4.6 6 工~3

？？ エ5.29 9.96 2.98 G兄4 5.26 0.5マ．
8 エ吃65 工え86 034- QlO 10.81 24.'36 

9 23.8兄 7.44 ユ.7ワ 0.18 6.331 兄Q22

10 12.34 9.0マ 0.9記 0.10 ュαマ8j 5マ5
工工 お5.62工0.86 ユ斗5 Ql 6 13.38 28.68 

エ2 19.09 ＼工0.4l ユ．兄4 G工6 工工.63J ュτ89
I 1 3 l 13.0 0 ! 4.8 .s 1 Qワ4 0.19 8.99 ! 230 5 

（劫正選寺川

3 0 年 8 月

工 42.8 兄’7.9 5.80 0.3マ工4.'13 工49.5
足 工え3 工0.5 え29 0.24 9.6 6 エ30.4

3 59.8 44.'3 『，3.4 Q弓l 20.59 工61D
4 54..9 33.6 r-w5 0.61 37.04 工23.3

5 ユ工8.4 60.3 D-00 0.68 お 84工32.8

6 エ2.S.0 52.2 6.9マ 1.22 53.63 154.4 
マ 工04-.l マ9.8 6ママ Q60 33.33 84.4 
8 94.8 60.8 u.マ3 l08 エ4.50 85.3 
9 J.46.工 C3.l, D.98 は65,39.29 J 80.2 

-19ー

3 工年記月
ー一一

工.O.D 全疏｛tオち 部覇日目的 工.L. 

fρ~~ QlJ喝o｛~ Qg号1乞6 3ノ0 ユZ0 
4.63 0ユZマQO工3 5.59 
9.48 Q484 Q052 5.82 

一－
9.22 Q696 0.055 83マ
工え4兄 l3マ8 0.094 工QOO
15.0マ0.53マQ009 巴.64: 

・－

(l~36! （ユ005 。ユユ4
ーー

9.68 Q.346 0.1工5 1U84-

エユ.95 ユA:8マ0.056 工0.22
去04 0.060 0.045 4-.6ワ

13.53 1.283 0.149 l日8!:
6.6 9 0.09 2 OD 42 6.0 

10.工31ユ.0工s:0.081! 108 

3 ＇工年 3 月

69.l 9.96 0.42 2525 

48.ヴ 7.76 0.6ワ 34.兄6

5 8.3 工llマ Qマ9 30.34 
623 8.90 Qワ44ユι6

50.4 9.94 0.56 37.兄9

536 12.工8 0.48 28.工3

4 7.4 工Q08 0.6 5 25.53 
『

51.6 7.4マ Q55 3乍29
-・ 

41γ 33工 0.24 記9.94



ω安 治 JI I 

S七 l 3 0 奇三マ月 3 エ年記月
ー一一

C.OfD 工.o.D 全抗化物民.1me倒的 I.L. C.0.D 工O.D 必＇.［似ち［税問的 I. L. 
u 

エ 定32 240 ?~66 Q Oマ ユえた；L 37. 4 19.0 0.96 Q工6 9.5 2 

お ,,1ユ.6 29.4 え5兄 Q26 工456 49.4 4Qマ 6マ兄 Q38 ユ己00 

15Cl0 
・．』

3 白3QO 4.58 Cl31 エ5D9 3己工 117 ~.03 0.22 ユ之5マ
円，

・－

~ 5(15 34-.8 4ぷr、，トr• G記4 工4.98 5えO 18.3 2..55 0.08 16.4工

、E士) 4ιe 24.ワ .~l Q45 工4-.6兄 日3.4- ぉ 8.~t Q工マ α記工 エえ62
37.9' 

日ー

6 お7.0 3.80 Q,J:9 14,38 3え工 工〔12 l4!3 0.16 工え；~4-

7 5a1 29.8 6.J.2 065 lffi 3 工8.2 工；L.9 Qマ8 02マ 9.36 

8 ,:2Q9 工Gマ； ユ..24! Qエマ！ユ.4よl お7.91 3ユ心lLヤ£（ 0.22.ユCllマ． ；，  
ーし一一ー一－－

(4）尻 無 JI I 
司」』

3 0 年マ月 3 1 年 B 月

1 1.20 Q4-4 工3.4-0 4え91 2Cl0 ’ 5.6兄 Cl2工I13.38 4工β 1a工

日 4-Q工 24.4 ユ53 Cll8 工6.00 5えマ 25.2 r-1.0ワ Q22 i：氾兄、．
3 448 33.兄 ぇマG Ct40 23.45 4].6 エロ3 1.05 Q26 2].08 

～ー一一一
4 53.完 おえl 3.43 Q31 工8.33 43.8 記ユ．ワ 665 Ql.1: 工3.86

む 、4.11.9 2之2 己75 Q03 ユ5.08 48.マ 幻斗 4.57 Q24-ユ5D8
ー

6 , .. 5£).6 5工3 え12 QJ.3 エ8.82 4ごrzs 工9.ユ 4.0こ Q31 1685 
マ 6セ8 3,5:iO 2.70 G日9 エ9.05 66.4. おふs: 4-.ワ6 Q23 エG日8
、てJ) : 55.8 記.OJ. 之37 Cl02 6え4 一

(5）木津川

3 0 年マ月 3 1 :ffユ月

ユ 36.8 1'3.6 ι83 Cl29 lWG 69.8 3広之 5.43 ! 0.4-l・ 6.6ヤ

_.69.3.- エτ工2I 69.6 3己8! 8.28 2 ・3Cl9 14.81 Q53 Q,'30 '7.15 

3 マGエ3ユ.9 9.工4 Qワ6 ユ9.43 工40.5 54-.o 0.54 Q65 4.3ワ
4. 552. 記8.0 5.26 Q22 49.22 8え5 39.l 6.29 03'1 4.マエ
。 工工5.5~ 48.3 7. 98 Q69 34.33 gr7.マ 46.0 工l.ヴ6 Q48 5.73 

6 89:4 ιG4 6マ0 Q94 記ユ.33 6え9 31.ワ 1:.:rno Gユ8 830 

ワ マ5.8 43.2 5.09 Ql8 ユ812 57. 6 お5工 工Gワ8 Q日3 工L20

8 レ
-53.5 126.l 633 Q4マ 21ブ8 56.4 26.5 7.24 n2マ ’7.80 

9 ; ．『（；3°8.8:. 34.9 官2マ Q36 工8.54 一 一 一 一 一
一

一吋～

s

一己O一



ち）住 士ロ

i l 
－－－a’ S七
3 0 年マ月 3 l 年工月

C.O.D エ.O.D全琉化物 灘潟助 工.L. C.O.D I.O.D 全E：討じ劫 障謡m百台 工.L. 
エ 兄’7.4 39.1 Q48 Q05 844 31.2 25.0 Q24 Q06 gマ6

2 39.4 46.9 Lマ0 u21 エooo 31.マ エ89 020 QOl 9.03 j 
3 63.2 マ5.8 もマ6 U61 工6.00 38.工 22.0 Q49 Q工6 官98

4 マ2..1 51.ワ 3.02 036 15.32 55.0 34.ユ Q42 Q2工 工1.301
5 39.4 43.5 4.99 Q52 工6.53工31.5 5ci6 '1.52 Q63 19.64 

6 47.0 34.3 3工マ 0.30 11.63 エ59.0 マQ3 Q6工 Qマ5 27.45 

'1 40.4 19.マ｜ 2.3工 G工5 エ5.29 99.8 54β Q5マ Q38 16.工3

（吟浜 寺 沖

夏期は実施せず 3 工年工月

エ 一 一 一 一 一 もO 5.4 QQl QO工 l.69 

記 一 一 一 一 一 セ2 6マ QO工 。l.85 
ο ~ 一 一 一 一 一 工5.8 官6 Cl03 QQl え64

4 一 一 一 一 一 τ8 6.4 Q02 。1.59 
5 一 一 一 一 一 5.3 5.9 。QQ工 Lマ6
6 一 一 一 一 一 工2.1 as ClOl Q02 ぇマ3
？？ 一 一 一 一 一 工1.8 8.9 Cl02 Q05 3.24 
8 一 一 一 一 一 11.8 52 Cl03 Q02 3.46 

9 一 一 一 一 一 ’Zマ 6.5 0.02 。1.39 
10 一 一 一 一 一 7.9 6.1 0.01 。工A:5

、

(8）泉大津港附近

， ． 

3 0 年マ月 工年足月

工 23.4 3.12 ).g工 0.33 ι50 153 aマ 1.63 029 4マ3
2 1.5 L5 2.46 0.52 1.09 4マ 53 1.39 (110 3.41 

3 1.3 1.3 1D工 0.1 '1 2.56 24A: 工L4 2.10 Q29 5.49 

4 ユ」349.8 1.82 O.lワ ユ.48 工2.6 6. 9 4.82 0.21 5.82 
5 69.0 21.5 3.0マ Cllマ 7.0 2 21.2 ID4 4.42 Cl34 5工6

6 ぉ8.1 1.8 工ρ4 Cl82; 5マ9: エ9.81 8.2 ユ.96 Cl05 7.8マ
マ 30.9 ~ 4工兄 0.54 4.6 0 26.5 ♀6 2.54 0.06 '7.50 

8 36.2 &3 0.55 0.66 5.12 23.8 16.8 3.36 Cl20 9.45 

9 24 工55 2.0 6 0.20 工3.88 34.3 156 0.80 Cl08 工1.49

エ0 3Q9 3.1 4.50 0.59 4!35 おQマ 記1.0 3.02 0.2 2 ユ0.19

-21一



（ゆ泉佐野附近

3 0 年 8 月 3 1 年記月
． 

c.o.D 工ρ.D 到流イt幼 起向Mじ物 工• L. C.O.D 工.O.D 全硫化物 遊立さ~it立方 工.L. 

エ 1.0 Q工 QQ4 Q03 えl2 8.5 Qマ QQ工 QO工 204 

2 4.0 1.3 no5 Q02 4.98 工ao l2 Q工O 002 4.29 

3 4.8 Q2 ClQ2 Gll aマ8 283 工3.3 Q20 Q02 6.6工

4 aマ エえO QQ 9 Q03 9β5 お6.6 19.1 Q工6 Q02 7.80 

5 5.5 6マ Q03 QOマ 工2.40 2L'.3 ユτ3 Q工3 。85記
6 5.9 2.8 Q工マ Gl2 llBマ z’7.5 8マ G04 Q03 898 ．』
？？ 8.1 3.4 GQ4 GO工 1Q22 3マ 24-.2 nos Q Oユ 85マ

8 5.6 4.6 cuマ Gog 1G06 7.1 2Q9 Q記4 QOl lQOマ
9 1Q2 4.0 Q49 Q06 工3マ8 321 兄5エ Q工Z QQ5 9.48 

エ0 工6.2 6.8 Q39 QOワ エ2.46 261 2U  Q,1-5 Cl04 1000 

(lo）蒐砥川

3 0 年 8 月 3 1 年足 月

占，．，，

工 4-.3 lO Q22 Q02 6.60 4.9 え5 l55 Qll ι06 

2 5.4 5.5 Cl34 Q06 5.00 ユ.3 12.2 Ql2 Ql5 1.82 
3 4.4 3.9 Q55 Q05 1G22 工3.8 83 3.5マ Gl5 5.69 

ー

4 7.4 Cl6 Clll Cl04 1Cl5マ 工6.8 7.0 2.02 Q30 833 

5 ’zユ 6.00 G44 QQ4 工1.50 lえ工 aマ 1.66 UOワ aoマ

6 3.3 4.マ G69 Q02 工LマZ エ6.3 ♀6 Q8マ Cl36 813 

マ 4.2 ι9 Q4工 一 11.15 エ3.6 4.8 え工マ U06 官53

8 6ユ 6.1 Gマエ QQ2 11.98 エ6.8 ユミ5 3.6工 U08 ♀21 
9 33 4.6 α33 0.0工 エえマ5 工5.8 ao 2.54 Q5マ 官4工

工0 5.8 3.7 Q2マ 一 12.59 240 lCll 3.64 0.38 84マ

(11) 大阪湾中央部

3 0 年 8 月 3 1 年記月

1 エぇマ 4.9 。ぇ24 5.38 16.6 9.5 Ql6 0.03 1Cl56 
2 工0.9 6.0 0.30 0.46 6.40 21.4 9.0 Q工0 。 aママ
3 エa工 7.マ 0.42 5.29 1L53 工4.8 6.8 0.10 。 88マ
4 1G6 5.8 0.09 1.03 6.04 17.3 84 Q工3 0.02 829 

5 llB 6.3 Q Oマ えワO 6.22 13.ワ 15.工 α；L3 Q02 官工マ
6 工3.4 4.9 。え00 4-.46 エ4工 7.5 Q04 。24-.19 
マ エιマ 6.工 3.04 。 5.9マ 工a1 9.Q 0.10 0.01 16.04 
8 エ4.6 4.2 0.25 Qlマ 538 17. 2 工3.4 012 0.02 9.58 
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考奈

有機物（過マンガY酸加里消費量）は大阪市内各河JI!に多く特に正蓮寺川に於いて顕著で

白川J政人工場廃オ得て汚濁されてL、る専を示し九神崎川可口附i邸市内河川と比絞する

と流水量の多い新淀川！の影響や潮流の関係て洗i鼠物の抵散がおこなわれて相当広範囲U佳積

しているので若しく多い憶は示さなかっ丸浜寺沖は底究が強んど砂只で現在の所、附丘の

還境等からみて汚濁の懸翁まない。泉大津附丘においても底質にq 、ては一部の地点では有

機物が多かったが全般的にみてZ揚廃水の長簿仙沼められなLb 

泉佐野、支砥川についても異状は認められなかっ1こ。

硫イU坊について有機物と問機に大阪市内の各河川が最も多く殉己正蓮寺J11と木津川の値は

多かつT占夏期水温が上昇するとこれらの還元性の強い底質に1氏、、ては硫イ匂k索等の発生を

み、底層水の溶存酸素を滞ますることになるのて怪信動植物の榛息は困難であろう。その他

の調査錯誠においては特に都市排水、工場防水の影響は認められなかっTも

本調査は内水研の安託でおこなったもので既に内水研研究報告工 O号工場廃水に関する研

究第4報に発表されてあゐ

（担当 兄部次長IL佐聞東和夫）

大阪湾北部5における赤潮詞査

大阪湾の赤潮発生は古くから知られておりこれによる魚介類の被轡は直接或は間接にかな

り甚しいものがある。赤潮の現象は毎年、年によっては数回主として大阪湾北部にマ月下旬

から9月上旬にかけて起弘無風晴天の日の早車場こ水色が赤禍色叉は寅褐色定量し多くの魚

介獄（主にかれし＼ねずみごち、かに等〉が噌Jg?Eす弘多〈の場合京朝は日出とともに消失

する爪曇とか雨の時は数日間消滅しないこともある。

この発生原因については諸説ある爪大阪湾については業者間では都市排水、エ場廃水に

起因するようにもいわれているがはっきりしないい叉今日まて組織的に研究もされていな

同よって昭和記 9年度は赤湾現象について水質並びに浮滋生物に箪点を置いて調査L,..30

年度は赤潮発生被害国民赤潮発生原因、赤潮発生場所等を主目的として誤涯を行つね

調査要項

（エ）年月日

-23一
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(2）場所

大阪港中央燈台より泉大津を結ぶ沿岸工 5地点を選んすご。

調査地点略図

。調査地点

0 1000 

1 
1~0:0 

(3）調査方法

② 6り

田∞米①／

f、／
fぐ円泉大津市

誠，.~t.気象状況から判断し赤潮発生を予測して開始したもので大阪港より泉大津を臨時

沿岸を2附間隔に表、底胸水を採水し水質、 プラ γ タトγについて調査を行つ九
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調査結果

海

第2表水
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C札e-1σ；！？ぐ乙有九D
第4表 プラ γ クト Y

J 

.＇いh出rZー~~し’た；組：：織~戸i9：~諺：f芝d且t 8 旦日 9月5日 9. 6 9 .マ 9 • 8 9. 9 

一 一 一

一 一 一 一

ノ 』F aff inis 一 一 一 一 一
， debi lis 一 一

I laein iousus 一 一 一 一 一

曽 didymus 一 一 一 一

， dicipiens 一 一 一 ．一 一
， com凶 essus 一 一 一 一

II soring工n1aus 一 一 一
冒 baliUiS 一 一 一 一

II conotsi c七us 一
fl socia li s 一 一 一 一 一
， curais e七us 一 一
冒 Sp 一 一 一 一 一

As. Japonica 一 一

Th’ frauenf e laii 一 一 一
， ni tzschoideG 一 一 一

Rk,. s e七igcra 一 一 一 一

n aユata 一 一 一 一
． ー
自 e七glifomis 一 一
II 8七al七erfochii 一 一

Sk co 8七a七um 一 一 一 一 一

Ni七.se ria七a 一 一 一 一 一

Di t. brighwellii 一 一 一 一 一

cas. op 一 一 一 一 一

Laud.borealis 一 一 一

Bid. sinensiis 一
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9月5日 9 • 6 g .マ g. 8 9 • g 

Lep七.danicus ＋ 一 一 一

Noc七i.acen七illans 一 一

Cer. fusus 一 一 一 一 一
曽 エongipes 一
， furea 一 ＋ ＋十 4十 斗十

II 七ripos 一 一
置 macro c era rs 一

Parac a工.paruns 一 一 一

cop. sp 一 一 一 一 一

Bae七.Variaus 十ト ＋ 一 一 一

Hemiaulus sinensis 一 一 一

Oi thona .sp 一 一

Di c七：yocha. sp 一

Parafav eエユae sp 一

Tin七inopsis 一 一

註 一通常 十梢々多し十十多し -H+特に多し＋朴十毎bて多し

．考察

赤潮を予測して5日間調査したが判澗中には水色の突化、叉魚介類の即欧況が特にみと

められず観測終了後の資料によってプラ γクト yの過多発生と酸素の波かが明トったことから

この時期に程度の赤潮が出現したと推定され九従って末期の訴怪が欠けている点、又調査

範囲が広く同時採水ができなかった点河川水の流入潮流の移動から充分な考察はできないが

今後の参考にとりまとめずこ。

水温については9月5日以表、底層オ咲に沖合カ砲の調査地点に比して低しみ6印U出 iえ

沖合の｛也大限巷内う砥くな7(おとめミ大体全じ核政包bる。但し表風水25.5む、底層水24.マむと

云う低い地点はなかっぉマ日になって、中央超台近くの表庖水、 8日には中央燈台近くよ

り25.5むの表j剥丈と、又抵風水も泉大津沖まで広範鼠に水温が低下している。

9月9日には更に広範囲にわたって低下している。な料品査地点のl日毎の平均水温は表

-2マー



(Fig 4) オ姐変化（各点平均）府水 9月5目、 6目、 マ日、 8目、 9日は

それぞれ2マ.O, 2マ.2, 26.マ， 26.1,

25. 6℃底，呂水では25.8 , 2 5. 9 , 2:5 • 4-, ℃ 

24.マ，24.5むとなっているo Bマ

溶存政索は9月5目、謝託水、底悶水で泉

大津沖の南部と大阪港外の底店主Bが少くなっ

ているのが見られたが9月マ日より9月9日

まで調査地点途！：史的に表応水、底隠？｝（;it：’こ減

少している爪特に底j古水が若るしく減少し

ていずもこの点からと後記のプラγ タト γの

発鋭、ら考察し赤潮現象と推察される。

塩化物については9月5日表層水が堺沖が

低下しているが、大和JIIの影響であろう。 9

月6日はあまり刻じがなくむしろ前日より高

くなっているが、マ日tこは表、底庖水兵こ沿 ヨ0

岸から沖合にかけて相当記盟が広く塩化物の

合有量が泌かしている。 9月8日は表周水の

み堺以北が低い爪底層部は全体的t羽復が

みられずこ。

9日には中部の表庖水は南北に相当広範酒

に再び低下していゐ但し底庖は前日と変り

がなL、。

フランクトYについては9月5日から9月

9目立で採取した資料tこついて検銭したとこ

ろ、 Bac七arias七ram.Varian sがtit-

初多くあったのが誠査が経過するにしたがっ

て減少し、変ってCer_atium f'U re aが

多く出現しず匂

26 

完全

9月5日 6日マ日 S日 9日

溶存E支素量変化（各点平坊

5.0 

ハU4占

30 

9fio 

C v'ig亘
060 

エ.5.

エ4.0
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摘要

けこの調査期間中に表、底同のオ也、塩素、溶存署捜索の低下と同時.，，こプランクトソの過多

発生がみられ九

ぉ〉過多発生したプラγクトソはCer.furucaであっナこ。

3）この現象は昨伊!ft調沼専と類似してL、る点から軽度の赤詩肋：発生したものと推定される

がその範囲及び発生原因等にq 、てはなお今後の諒涯にまつものとする。

（坦当 兄部次郎．伎図東和夫〉

農薬の水産生物に及ぼす握手議i試験

28年頃か明日作の駆虫剤として各種の農業が使用されてきたカ稲問苑魚その他亡及ぼす

影響の少くない点に鑑みこれらの良薬をもってコイ、ミジγコ及びアサリiこ対する影響につ

いて実験しず占

ム．パテテオγ斉11のコイ青仔及びミジγコに及ぼす影響について

エ． コイ青仔に及ぼす影響について

バラチオ'l1tlJのコイ背仔に及ぼす影響については昨年野舛突験をおこなったカ’途中降

雨がありf綿：、i＆波の変イじ、その他葬撹条件の変化があると考えたので今回は室内実験を

おこなっ？こC

（工）実験期ijtH[lえび場所

間~j3 0年6月完 9日～マ月5日

於寝屋川俊魚場

（兄）実働材料及び方法

供試魚は寝屋川｝養魚坊にて街育中のコイ育仔（ 5月4日勝｛じ、全長5記～え5C1n) 

を取揚後24時間池水中にて蓄養したものを供試しずこ。

G試薬剤は三協製薬氾仁製ホリドーJレ乳剤（有効成分46.6 % ) を使用しむ

生面ガラス張り水槽（3QX45×30cm ）に池水て合浪度に訴墜した溶液を 20

t宛とり、これにコイ背仔を夫々お O尾チコ入れて砂実験しすも観察は予め時間を定め

ることなく“お守おこなし、その時の時刻を記録し実験終了後整理しTこ。なお水温は観察

時に測定することを原則としたカミ観察時刻jが接近し刀、る場合は省略しTこる又水温
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ド． 

はユつの凶のみを測定しfも

姥九仮死の状般の判定~~。亙りである。

仮死一一波面又は器まに体を横臥し布陣の京I）？，えなくしては務泳又は呼吸巡2誌をお

こなわぬもの内

発死一刺戟を与えても反応のないものu

実験民始後3日目から餌料不足による魚体の衰弱を防くγこめミジンコをほぼ各惜・に

等量あて投入しTこ。観測された水温U.26.0～28.マじであっ九

(3）結果

実験開始後マ時間でユ；｛）0万l’こおいて仮死個体力認められたが、これは昨年の安験

において観察されたように狂．ヂ1＝又は主主釘揃海泳をすることなく仮死』域主に入ったもの

で、この｛間体はその後工マu寺！日j恢復していをb

mi表 パラチオγ ？宇jに対するコイ背仔の按抗 24時間ZO分後に魚は器

I~旬並刊：！づいI ::: ：！~：~＼L：コ
マ府00灯｜札） Jる 局l i誌｜ 尾｜
一一十一一一一十一一－－1 ｜及ひ~l/100万ではそれぞれ

24 • 20 I I I I (1) I 

48. 40 
’ I -1（：「 3尾が群より離れも病魚の

ユ記0.20 

i 14.4.兄O

寸一一一一l如く表出i陥で元気なく浮い
1 I （ユ〉｜
一一一一一！ているのが応められたc

1 I （ユ） I 
- i _j 之4時間12O分後に工／た00

（註．） 数字は児死i四件、 （ ）内はfJEE
万で仮死｛間本が工局、又工20

以下コイ背仔の1括合lriJじ

時前記 0分後にはみ／150芳で

姥死｛同体がL尾認められた爪これらは何れもお孫、注額と L、っT埼玉j団をたどらない

のでバラチオソ斉ljによる発安広仮死とは認めにくし、

48時間係各区にミジγコを投入したところ、 J/150万及びiレ200万では、

すべての｛同体は説泳励こミジγコが降下して来た時又は号if底に沈下したものをお1詮し

ているカ、；レ50万及びJ/100万でI時ヲ巧の偲体t対ffl食動作をおこなわなしb又摘

食動作をおこなっている個f,t.，－でもその動作は鈍く目的とするミジγ コを工回の動作で

捕食することは出来なしb

この結果よりJ/50万以下の潟支ではパラチオγ剤による舞泊まないと考えられる

カミ、捕食動作の上からはν工OoHtJJ二と1/工50万以下とでは、差が生じてL、る。こ
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のことはホリドールが劫物の皮幻、消化誌より筋肉内；こ佼入~神経伝達作用を阻害

した結果のあらわれであると考えられる。

z ミジγコに及：ぎす影特について

れ）突l綱同及び場所

昭和30年8月工 6日～8月23日

於寝屋川旋魚場

(2）実験材料及び方法

旋魚の初期餌料として鶏糞浸出液にて培養したミジγコCDaphniε， sp.) 

を事長集後金網簡で湖リし、大型のものを術試しむ 5o aceビーカに池水にて各濃

度に調益した溶液を30 0 cc宛とりほぼ等量宛ミジγコを投入しずこο均等に投入す

る方法としては選.5Jllしたミジyコを撹枠しながら小泊こ工杯づっ各々容器に投入した。

ビーカ－，主百射日光をさけずこ台上に也、む

(3）粘呆

第工災佼

良薬のぬ度とミジγコのlO OJ€獄臥（峨ほの運動はあοても中庖での蹴くは

おこなわれていなL恨jLOの時IHIの関係を知るためにおこなったが結果は第Z表に

示すとおりである。宍険中の水温は記6.4～27.8℃であっTこゐ

ユ／100万では、災犠開始後5分で50.%＇が休を出臥し、残りの50＿%は中j自で

げ鋤くしてL、る．体を櫛払してし、るもののうち表面に浮箆のように浮滋しているもの

の数は僅かて大多数のものは言誠に沈下してし、る。これらのものはいづれも雌旅伎

の運動は規則的である爪時々狂奔的に綴・底より体を離し又間もなく沈下する。表

而において滋泳しているものは体を信混入したま L大きく旋回選劫をおこなうがこの

状態がしばらくあれ、凶変中止い単に訪泳肢の運動のみとなる。この後仮死状態

（何等かの刺戟なくしては溺詠肢の逗勤をもおこなわぬ状態〕に入り徐々に姥死す

る。

第忠実験

記4時間経過後における100%横臥盆を推定するため第工突験の最小濃度ユ4

億（工マ時間50分で工00%横臥〉を中，以こ上下呂段階づつの濃度溶液を作って

百四と向島尚三突験しすも結果は第己表に示すとおりであゐなお実験中の水温は

お6.5～記5.マ℃であっTこC
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第£表 ノミラチオツ剤に対するミジγコの横臥経j凶（第ユ突lぬ

ド~丞封印M万四四万
』

ユどらα'SJ]-Vtαゎ万 Y.3CCD万 ］ノ；L低

。l~r-05分 100% 100%' oi:-ミ% 50.% ／。O／ ノ00〆 96 9t 
--... 一一ーー一一ι 4・一一一 一一一一

0. 10 工∞ 95 
’一一ーー

0 .工5 l 00 

0.兄O 50 
一，ー

0.35 95 50 

0. 45 100 95 

l. 10 工00
・－－－－

工.35 95 
’一一一

3. 0 0 I 100 

lマ.50 : 
．． 

C註〉 目見当による百分率以下ミジンコの場合は同じ

第己表 ノザチオツ剤に対するミジソコの致死経過Cttrn宍験〉

「~～：ii_
一一
l/100万 ユノミ00O万 V1 

一一一一ー←一一一ーー

0 11-;j：兄 0分 工00 ／。O／ % 
＿，・‘ ーー一

l • 2 0 l 00 
ー一

2 1 • 5 0 ］．（ 

2 4: • 0 0 

第5表によると J/1低の工 00%も軍人時tl¥11-.t.2工時11¥lts o分となっているが京験開

開始後ワ時mト・完工時間50分までの主主注！］がされてなかっ同古来て・ある。 このこと

より考えて前回の実験と今回の宍ぬとのl00%横臥時間の測定値は大付帯しいと

考えられる。これらのことより 24時間における工 00%杭臥波乱がぺぽ～］／JD

i怠と推定される。

3 考察

以上の如くパラチオン剤がコイ背仔及びミジソコに及ぼす能移について実験をおこなつ

った爪これらの結果から、ノξラチオソ剤ヵt水聞に撒布される＃ヨ長から、水田技魚の場

合においてコイがきちする影響について考察したL、と思う。

-s2-
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コイ背仔についての突設からレ句万以下の渋皮切i直接パラデオソ郊による児死ば

認められなかった力、摂餌能力の聞に広いて l~o万以上の渋皮て‘は低下してくること

がわかつTこ。

ニカメイチユウゆーイ白羽のものを駆除するにはー殻に反当 i入 200 0倍溶液を5斗

撒布する込このj必公の水深を約6cmと仮定すると

l反当り7ktlは 5 9, 4 tJ O, 0 0 0 cc 

エ反当り薬剤使用誌は 4 5C'C 

コイ背仔の摂餌能力を低下させる；こ妥する反当り楽剤主iはCi1fi食に対する影出波広－を

1/100万と見て〉

50。4.-00• 000 凸《

”，－.：，  59. 4じU
1., 000, 000 

これより通信心倣布立で：土、コイ古仔；こ；f主直訟の設むはないと考えられるO

兄411寺院iでミジンゴを工 O0 Jit:t街、させるに妥する反当り穀fl］主1：主（24時1rnにおけ

るユ 0O%t足以淡皮るl/1{1立とJ1l，て）

nu
－ハ
U

ハU
一ハ
U

O
一θ∞一∞

9

一hU

F
O
一ハ
Uーム

0.5940コ

ヒ？ιるu

乳剤lのttJ合t主持怖－された薬剤filの約55%が水聞に落下するのt、反当使用薬剤品

4 5cc中の55% 即ち兄2.75 cc と比較すると

0.594 l 

2 2 .マ 5 4 0 

でミジγコは桜臥することがわかとb 叉横臥した個体は時間経過に伴って徐々に特死す

るのが親察されずも

従ってコイの場合も稲田義魚をおこなう水回においては餌料川足にともなう生理的障

害が生ずることが推察される。叉更にかんがい用水の流入する稚魚長成池においても同

様のことが考えられる。

4 要約

ユ〉パラチオγ弗jのコイ青仔衣ぴミジソコに対する形容濃度を錯淀いこれを実際の撒

布された濃度と比絞検討しTこむ

兄〉コイ青仔においては比0。以上の淡度では摂岱能力が災えること約m含完されずも
咽副匝占＿，＿＿、
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叉実験した波皮範囲 C~o万～Lうミ00万〉でt士、発死は総められなかっ九

3）ミジγコについては記州｜；；！で:V1｛ト弘o憶でl00%が償臥し縄入慨は

其後恢復せず、J 徐々に箆死することがわかっfも

4）反当り 2000倍の乳液531・州怖されその553bが7.KIITHこ落下した場合の納JH

22.マ5cc の約￥40でミジγコはユ0oJt絞臥することから、水田中のコイ青仔

は自fl~明之足による生翌.！！ El占持誌が子民主ると H台祭される。

B ドリソ剤のコイi!f仔及びミジンコに及ぼすreについて
ユ． コイ背仔に及ぼす影響：r.':.."A.・、て

{l）央政期間及び場所

昭和30年マ月20日～マ月21日

於寝屋川炎魚場

（劫 必政材・李汲び方法

バラチオソ弗lの場合と同級である。

供試薬割は日本農業H（製ェγドリ河L？戸lC右効成分エ9.5.96）及ひ何社製デ／レド

リンザし剤（右・労成分工8.5Jo')を使用し九

ち）結果

＠ェγドリ γ 結果は第工表に示すとおりである。突験中の水源は29.4～

30 .4じである。

m工表 ェγドリ計こ対するコイ背仔の抵抗

よ，ill毛、皮、、 ユ（｝＿億 地億｜比0億
6苧0O分 2 (3）尾 尾 尾

l 5. 0 0 エ9

2 0. 0 0 ユ9

20. 4 5 20 

2 4 .. 0 0 

エノ1億では5附百j去に狂奔滋泳

しユo分後には時々腹側を上にし

て活費医的滋泳をするQ その後腹を

上にして泌詠している時間が徐々

に長くなり遂に姥死する。鑓死直

後浮上するものと沈下するものと

がある。仮死状態にある時間t九

パラチオ γ弗！やマラソンに比較し

て短かh 姥死偲体は口を開け鍍轡まわずかに関L、ている。死後4時mなよ上経過し

たものは皮膚粘膜が脱離してくる。

孔億では20時間45分衡こ全部が焼死している同億では2.011潮後に狂奔

を開始したが腎くして恢復している。このことより初限界は泊億～1/ち億の問
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であると推5きされる。

⑤ デノレドリ γ 提援は第之表に示すとおりである。実験中の水温l主、 25.0～ 

記6.0じである。

第お表 デノレド ~］ γに対するコイ育仔の抵抗

~と－！＿＿ 比億 j1ゐほ

宇

ユイοoo万 1'500 0万 1,1.o伝

3 f:,, 年OO少－士 工6 尾 n 尾 f色 工 尼 長

3 • 3 0 20 エ

6 • 0 0 
一 ー

完工.0 0 
トーー

記 4・.0 0 

1/J.o o O万の呉常開始は2時間30分後でありその後狂奔、総臥叉は逆転w.rtl<の

後箆死すとb

.vi.ooo万では3時間30分で全認が第死いレち000万では3仏首m後にZ尾、

~憶では3時間30分で工尾がl,,5 億では3時間で工よるが発死しているがこれら

はいづれも 24時間経治後においても箆死尾数が増加して＼.、な＂ 'o このことよりデ

ノレドリ γtコ・けるコイ脊仔の箆死限界は工／工000:万～見000万と抱定され丸

2 ミジ γコに及ぼす影響について

ω実験郷；i及び場所
昭和30年8月工 6日～8月エマ日

於寝屋川養魚場

（訪突験材料及び方法

パラチオン弗！の場合と同じであるG

(3）結果

③ エソドリ γ

記9.8じである。

経採は第3表に示すとおりである。実験中の水温はお6.4～

ェγドリγに対するミジγコの横臥紙邑

ハU
一ハ
υ

5

一0
・－－
マ一
4

寸
ム
－
n
J
N

60 I 4o J 20 I 5 
9 o I so 1 30 ! 20 工0 I 
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一 一ー－ι一、ー

別表より切らかな如く記4時間1！＇こおける工 CO刷版界は士丘二均以

であると推定される。

＠デルドリ γ 結果はm4云iこ示すとおりであとb 実験中の水痘J主26.4:～

28.0じであゐ

第4表 ラルドリγiこ文けるミナノ包の横臥鉛＆

一川てlごHJ－－－.＿渋九え エ／ち万 l./1Q7; l,,もOli切I:f:SJJι5ill万Mero万P〆主任予庁斗1t怠Lち低

ト・・ー

lマ！許50分 ユ心09t b〆ob’ 8。／0ノ % ／。O／ ／。G／ % % ／。0／ 

2 8. 20 100 20 
司

4 2. 5 0 ユ00

,.1:s. oo 95 ． ． ． 

災政時！日iはエγドリンO))J；｝合の兄倍である爪同ーの条件；こするために記4時間

に近し怖をとると例仰艮界は 1,1s 万～工~10 万であそb

己；号 式ミ

これらの結果よりパラチオγ弗！の場合と同U設に考察すると次の械で去る。即ち

水深6仰の場合の反当り＊・：弘 5 9, 4 0 0, 00 O cc 

l反当り薬剤使用品 45 ace 

ユ反当り務下:fil

(J) ェγドリ γ

2記7.5 cc 

コイ背仔を24-時！Hlで工 00 9縫死させるに婆する反当り薬剤詣（100%ャ筑波

度をシち低と見て〉

59. 4-00 . 000 
” z 0. ll 88CC 

50 o, 000, 000 

であるので反当り薬弗！の落下盆C22マ.5cc）の

o.ユl88 1 

兄記マ.5 -. 工900

でコイ背仔は全部発死することがわかる。

叉ミジγコの場合はミクγコをお 4時間で100%＇擬人させるに要する反当り使用薬

劇団（ 100%~臥濃度をユ/J.O （｝万と見て〉

59,400,000 戸（・…

1,000, 000 
= 0~1. 4 I.A, 
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100,000 

であるので反当り落下薬剤量C22ワ.5cc) の

594匂

594 l 

Z兄マ.5 0.39 

となる。即ちエンドリ γ吻合に跡深6cmの水田tこ落下した締jの約寸あσ爪
1 

又デノレドリ γの場合には同じく約τ百すが水中に溶解してもコイ青仔は工 00%が
姥死することが特定される。

ミジγコの場合は同じくェγドリ‘ノではl/3.9で工00%が擬人するのがγ ドリ

γの場合はコイ背任及びミジγコともに危険であることが維定される。デノレドリ γの

場合はLも.39でこの健はl以上であるので撒布された薬剤が全部球に溶解しでもま

だ多少ゆとりヵ・あることを意味している。

4 要約

工）ェγドリ γ．デノレドリ γについてコイ青仔及びミジソコに対する 24時間の工00 

平 使用方法及び使用語は、ェγ ドリ γと同じ

-3マー



%反応濃度を推定し、これを突院こ両農薬が撒布された場合の7J句肪kの淡度と比絞

検討しfこC

記）コイ青仔に対してはエγドリ Yではl/l_I設～レち儀デノレドリ γでは斗:/J.000万～

~00 司万で工 00%カ礎死すると推定される。

3）ミジγコ，ctすしてはエンドリンではヤ匂万～ユ/J.O0万、 テ・ノレドリンではLち万～

1/10万で工 00%がも顎人すると推定きれとb

4）コイ背仔ではエγ ドリソの場合は反当り使用薬剤jJ.のLぢマ50-C.¥ デノレドリンの場

合は河内で全部均死する。

5）ミジンコの場合はj怖されT投薬のうちの水面落下品を考胸こ入れると被岱はない

と云えるQ

C マラソ γのコイ背仔及びミジンヨに及ぼす影響について

工 コイ育仔に及ぼす影響について

（功実験期間及ひ務所

昭和30年ワ J:14日～ヴ月 5[-I 

於寝屋川淀魚場

｛ゑ 実験材料及ひっ方法

面積1.5坪周囲、底共にコ γクリートの解：化池に池水を水深Z0cmに保も、各{Kミ皮

になる様』C?lg水を調整したる中にTiii記コイ青仔50尾宛を収容しTこo実政中の水温は

お5.9～記9.ocであっTこる
む）結果

第工表に示すとおりである。

第l表 マラソγtこ対するコイ青仔の致死経過

よ青＼ゴと坐 L合o万 .l/100万 vwo万 J/1000万L5α巧万 rユ倍： ν5t怠
3時.0 0 分 14尾 尾 尾 昆 尾 局 昆

5 . 0 0 39 

エマ. 3 0 50 32 工ω
2 4. 0 0 3兄 l札）

ユ/J.00万では3時間で制時開始しその後苦問、横臥、仮死の状態を経て姥死す

とb J;-50万ではエマ時間30分後全部が箆売するu この時間にはl-ioo万では

-38ー



3兄局カt、 L七00万では工侶が夫々が発死、工尾が仮死状態にあるのが部められ九．

この手探より L00 %姥死渋皮は弘o万～弘OO万と推定される。

え ミジγコに及lぎす影響について

（工）突駒郡扱び場所

昭和30年8月エマ日～8月18日

於寝屋川養魚場

伝）実験材料及び方法

パラチォγ剤の場合と同じである。実験中水温はお.8へ£8.2℃で、あつむ

（さ）結呆

治・2表に示すとおりである。

第記表 マラソンに対するミジンコの務E紙姐

~－－と」き 工／ち万 J.,1o7J ￥広）万 ¥loo万 ~00万工4αむ万LそDOJ万 ユイ．低
。時・40分 エ00/0 36 Jo ／。｝0 %%  % ャーー%

工.1 0 100 90 

1.50 工00 95 
ー一

4.00 エ00 50 お0

マ.5 0 90 記5

2 4. 0 0 100 i 30 υ r-

これより 24時間におけるl00%横臥濃度はシち00刀．～レエ000万と推定され

とb

3 考察

パラチオγ剤の場合と同榔こして考察すると

水深6cmの場合の反当り水量

反当り使用薬詞i量苧

59,400, 000 cc 

90白

コイ背仔を24時間でlO 09議死させるに要する反当り薬剤量はC1 o o,%''8E濃

度},,,j_oo万と見て）

ハU
一ハ
U

ハU
一ハ
υ

ハU
一ハ
U
’－， 
O

一O
ハU
一ハ
U

4
ニ
O
．，－．， 

G
V
一工

FO

一
59. 4cc 

事 100 0倍溶液を反当り 5斗鰍F
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でコイ青仔は工00%党死する。

ミジンコを記4時間でl00%伐臥させるに要する反当り薬剤品（エ o03（.：絞臥波．

度を1.-1.000万と見て〉

ハu

－nu
nv

一nu

nu
一ハ
υ
．，－．， 
ハU
一ハ
υ

ハU

一ハ
υ

4

一O．，－．， 

Q
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0
 

5

一l
5.94cc 

反当り使用量の

5.94 工

90 工5

でミジγコは工00%横臥する。

水間に撒布された乳剤はニカメイチユウのーイじ却に料、ては55%的k簡に落下す

ると見て反当り使用量の約延が水面に落下することになるo コイは水面f＆下量の約

Qマ倍で工 00%致死しミジソコはその約マ借で工00%横臥することがわかる。

以上の値からマラソ γの場合t丸コイ背仔及びミジγコともに被害はないと考えてよ

\,'~ 

4 要約

1）フタオピコヤガの駆虫剤マラソ γについてコイ背仔及びミジYコに対する影響につ

いて実験しTこ0

記）コイ青伺こ対しては%。万～J/10O万でミジγコには持00万～ν1000万て渋

々100%発死叉は擬人が認められむ

3) ！散布されT胡 a剤の水面落下it)＿を55%と見，Tこ場合の71＜深6cmの水田水における波皮

と比較した紘果、 100%姥死及び横臥に要する濃度は水剛くの濃度の約マ倍である

ので被害はなUそ考えてよしる

参考文献

岡崎勝太良弘菊地突、船迫勝男 防虫科学 兄記巻L号 (19 5マ）

水田の港総f<tと施用したBH C弗lのニカメイチユウに対する防除類保について

D 農薬のアサリに及ぼす影響について

決議の使用が盛んになるにつれそれが後水産主物は勿論のこと海にまで影響を及ぼすこ
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とカ立母えられるので、アサリの農薬に対する抵抗性に関しての実験をおとなったのでここ

に報告する3

L 突段妥飼

ω試験期間及び老；m
於大阪府水産試験場実験室

昭和30年9月工 2日～9月24日

（訪材料及び方法

材料は脇浜機業協同組合が養殖しているアサリを係集低風通しのよい涼しい場所

て制お0時間保存後その大きさにより 5群に分ち各群より工個体計5個体をユ薬品l

濃度あて供試しお各翻Uの平均殻長及び体盛期l表の如くであとb

実験方法は#IV.Kで各渋度に稀釈した溶液

5 0 0 ccづつを工t入りビーカにとり波

度の阪にー述議号を附したものを水深4,5

cmの水恰・内に無｛偽rdl砂!J しビーカ ~.J'~ffi:j

を流j＼.にすることにより飼育丹羽くの水温の

変化を防止することに努めfよ'O {Jほ認を薬は

ホリドーノレ 3・マラソンpエ γドリγyデノレド

リγである。実数中の水温はお4.0～26.0

じであっTこら

影響の判定には個体の法外側より軽い衝

撃を与えても放を閉じないものを鰐死としTも

え結果及び考祭

第エ表 8獄個併司厚別の大きさ

群 平均波長 平均体質

I 1.8 0 cm Q84 ~ 

Il え29 え16

III 2.9 0 5.0兄

N 3.0 6 住04

V 3. 9 9 I 1之62

全数に対する姥死率を%てづ云し対照区に鑓死個体がる認められた場合はAbbotの補正

式即ち

但し Pc 実効発死率

p 鰍 jされた姥死率

Po 対照の艶死率

で補正し、．結果は第お安～第5表に示し九

Pc= 
P-Po" 

lOO-Po 

1

－
 

4
 



議論耐え竺i

l 4-8・o0 
i 7 2 • 0 0 

内耐え旦
2 4 l守oo分

4 8 . 0 0 

ワ2 • 0 0 

通両両述＼広
記 4 民··~ 0 0 7J 3、

4 8 • 0 0 

4 8 • 0 0 

第兄表 ホリドールの濃度とアサリの鍔死率

工×1σ引1×工ケ5I lxlケ611><10叫
%！克i JGI % 

100 I 10 0 ’I 20 I 20 

エ00 60 4-0 

第3表 マラソ γの濃度とアサリ¢蛇死＊

工×；Lo-4 工×10-5 lX 1Q-i3 工×工Oーマ エ×工o-s エ×エo-,

40 .:ro o J6 。% 。% 。% 0 % 

工00 6 0 60 。 。 。

エ00 60 。 。

第4茨 エγドリ γの濃度とアサリの4靭E率

1100 I 70 

第5表 デノレドリ γの濃度とアサリの姥死率

l×Jir1 い叶凶ゲ
。%

濃度！Hi脇 1大きいので正確なことはわからないがこれら4農薬のアサリに対する設主の・

時間的変化を見るためにBe-hr。nsの方法によって5036致死量を北定しずも但しこの
場合t温度を一定であるとし又紬（濃度〉α対数と物部とが対数正規分布をすると仮

定しTも

各長瀬リ、時間制の50%致死量、 50%致死濃度及。渋々 24 ., 48，マ2時i首脳盈

後のホリドーJレの50%致死量を工とした場合の他の農薬に対する指数を算出したのが第

6表である。こ併旨数の逆数がホリドーJレの24, 4 8及びマ 2各時間経過後の致死量を

校体とした場合の毒性比である。これより24時府政においてはアサリを50%姥死さす
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に喪する農莞？っ濃度はマラソ γではホリドーノレの約工 40倍、ェγドリ γでは約エ 3倍、

デノレドリ Yではl6倍な要するが48時間後ではマラソ γはホリドール併勺1.5倍の量

を要するに反しエンドリ γ，デノレドリ γでは夫々工:IJ.500，レマ50となっていゐ

第6表毒性の比較

2 4時間 4-s n寺院i マお時間
食薬名

初501？量'6 致5死09濃6度 致5死09：量／ 紡50限%度 致5死09量正 統50濃%度指数 指数 指数

ホリドーノレ 持107J,,-j_ぉ×1rf' エ 持'ioBJ/1.5'<ld3 1 停 l'lcjlO ぬ4Xla8 1 

マフソ γ マ争1051-1. !3><103 エ3,8 99/108 エ：／10X1.06 1..53 9?"109 1／工D<1Dマ 2 3 
一一一ー

エンドリγ 勾1'"106 1〆ぬ<.104 12マI *¥10且 ¥2.Z<I.09 ν均 <I.if

テ？レドリγ 得107i vui xw I l 61，吟'ion¥7.5><109同州
これらのことよりお 4附閉経巡妥の毒性はホリドーノレ，デノレドリ γ ？エンドリ γ ，マ

ラソ γのJI武t;:JJ号くなっている爪 4-8時尉隆過後ではエγ ドリン，デノレドリ γ，ホリド

ーノレ，マラソンの版になり、ェγドリン，テ’ノレドリソのような有樹生温素剤の方カ議性

は強くなってく毛。又24時間ではエンドリ γよりデノレドリ γの方が芸if鈎：強いバ

4 Bit邪i後ではェγドリ γの方が強くなウ亡し、る。このことより有樹生捜索剤の方がア

サリに対して遥矧企であり、叉時前の紛晶に伴ウて掛金の順位カ逆になってくる．

各家ヨ甲！を一致の使用去で撒布しそのすべてが深さ6cmの水に溶けたと仮定した場合の

濃度A（最大溶解濃度〉とお4時同 48時！｝号、マ Z開閉9 後の各々 50%致死濃度

C B1 , ~ , Bs) 及びその比率を求めたものが第マ表であとb ここで恥／A.,B..i4, 

h全は最大溶解汲皮の水田用水が各時fU悩品後の50%吻 E秘主に稀釈されるための

概略である。これより有機性燐剤では大した被害はわ、と思われるが有樹生塩素剤の

場合には枝容が予想される。
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第ワ表 撒布盆と5096'致死淡度との上bl・交

撒布方法
Bi/A Bz,0;_ Bシ＇A長誌名

蜘濃度！反当般市孟
A B1 B2 B3 

同 .10:!d 一一
ホリドーノレ 1Arnco 5斗 Vロo万 レie.5天 J/150万 Vo_14 .1/J.2 レ19之

マラソン 与勺000 5 みも5n もノ6).311 み／工O'.)H 1/100 o’y 1/Q002 Vi.2 l/15 

品／ドリン l/150 4 J/13 .'/ ヤJ.511 ¥220000 一 1/6.ll 1/i_，泊00 一

71レドリン ユ〆160 4 V13 °! .1/10.0° 主／100。ゐ 一 ! J/cy 8 み／マ800 一
． － 

但しA 撒布せられた薬剤が水深6仰の水にすべて溶解したと仮定した場合の

濃度

B1 記4時間経過後の50%致死濃度

B2 4 81待出i f/ 

B3 ヤ記時陪1 n 

3 要約

1）ホリドール sマラソγsエンドリ Y ，デルドリ γに対するアサリの抵抗力について

実験をおこなつTこ0

お）時fdlez:経過に伴う毒性の強さを比較したところエンドリン sテツレドリ γはアサリに

対してt記崖効性でめることがわかっTも

_3）ェy ドリン pデノレドリソは河口周辺に砧総するアサリに被告をおよぼすことが予想

されるo

（担当 吉田俊一〉
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水 産 資 源、

大阪湾底曳網漁獲物調査

内海区水産研究所の瀬戸内海生動調査のー味として「瀬戸内議m底曳指輪獲物によるエ

ヒ顎の分布並に組成調査」が受託され日開30年5月から3工年4月Dlケ名大阪湾底曳

網（エピ摺網）の鴻獲物種類、出現状況（季鋤句消長）及び漁獲組成を調査しむ

調査要項

（功標本の採集

エヒ漕絹（岸和田市）工隻を選定し毎月l図（下旬）標本採集を行つら

標本の採集は法的の中心・こ於て操業された時の揚網l網（普通Z網幸子使用）よりl買
£市輔副山計三a

自内外有立を作為に採集し九但しクルマ旦ピ、ヨシエピ、ィヵ、タコ類、その他大形魚、．． 圃聞..，＿，....【
｛スズキ、タイ、コ手、ハえその他）は除外した。

(2）主な調査事項

桜本は各箆類毎に選別後尾紘霊長組成すと調査~エピ類については全極性瓜胸甲

長、個体重主iたその他の魚介類について法侍乙出現の多いアカハゼ、テンククダイ、

シャコの体長、体重の個体測定を仔つ九

結果

(1）漁獲種類及び出現状況

前記 l貫目内外の擦本に引、てt重i哀宥ヨ主定~各々のC支本毎に出現量（翠j込尾数）

ちt百分比で現わし第l表3こ示しT

第l表のI及びE参照

即ちエヒ顎の殆は周年に亘って漁獲されている爪魚獄で周年潟獲されているものは

アカハゼ、テソジクグイ、その他見、 3の悲織に限らへその他の魚は時期により一時

的に総獲される程度で、その還も信担当でめる。

(~ 漁獲租成

漁獲物をエピ泳魚類、ジヤコ鼠軟体類（マイヵ、マダコ敏主除く）、カニ類（イ

シガニその他の雑ガニ）に大別し、各々の組成ちと百分比で現わすと第2表の如く、エピ

類の35～ 40~ 次で魚類の 25～30~ カユ類 20 %.シャコ鼠軟体類の頗位

を示しT匂

5
 
4
 



第工－ I表 機獲種類及び出現状況（重量｝

（エヒ顎・魚類・月別百分率）

庁記 14月 l 

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

トラェピ 6.8 3.6 2 0.2 10. 9 2 2.1 7. 4 12.2 12.3 20.6 10.l 10.9 6.4 

アヲJエピ 21.6 49.0 工2.0 3.0 27.1 3’Z2 44.3 マ’7.4 56.0 ~ Lツ 45.3 21斗
-Ipレエピ 1.5 2.3 3.2 55 30.5 54.5 33.5 8.5 11.5 生ユ 6.6 0.6 
ス~ピ 1.4 0.9 3.9 63.2 Hi9 0.6 36 Q2 0.6 0.5 1.3 ~.5 

マfマイエピ 7. 0 0.4 9.9 0.3 1.1 r 1.5 Q3 0.4 0.5 1.0 Cl2 

エピジヤコ 39.9 358 4 9.2 13.5 1.1 0.2 0.6 0.2 9.3 40.6 19. 9 44.0 

テナカテツポウニ己ピ 21.5 '1. 4 Qマ 3.7 1.2 0.1 4.4 lJ. 1.2 0.5 15. 0 24.マ
テyポウェピ Q記 05 0.7 Q3 

ノミエピ Q9 r 0.1 0.3 1.9 7・

キシェピ 干’・

アジナカ宅エピ 0.1 

コモ乎ジヤコ 3.0 2.2 4.5 7. 0 1.6 見込O 3’7.9 1.3 1.3 0. 6 ’zz 
アカハゼ 49.2 38.6 l?..8 12.3 12.1 57.1 40.マュaマ 26.ワ 工♀3 65.8 6 7. 8 
7-}Jウオ 18.5 38.6 5.8 4.0 2ツ 4ユ 16.1 4..0 

イトヒキ、ゼ 1.4 3.1 4.0 

イソノ、lt Lユ
Ltど芝ダイ 8.6 12.5 23.l 2.9 19.8 2.6 日5マ 54.3 50.9 3.5 エ♀4
ネヅツポ 20.5 7. 9 14.ワ Q9 U) 0.5 1.1 官2 5マ 14.6 13.6 
ヒイラギ え2 1.6 Gγ 2.4 Lマ 2.2 0.3 

マユソ 8.9 24.l 28.0 5.0 

カワv~ 1.3 6.4 

ウマフ：ラパ干 1.5 

アミメハギ 0.4 

トラフグ 3.1 5.2 

サ？とフグP 1.9 

クロウシノ、ンタ 0.3 20.8 1.6 I 3.1 0.4 

マダイ

イボダイ 5.8 

ハモ 工官1 2.0 工4.9

』イツテンゲカタチ 3.5 

マアナゴ 16.3 4.’7 
キツアブゴ 5.3 

カタクチイワシ 2.2 

マトトラギス ’zγ 
サイウオ 1.3 

カ三〆／ウヒラメ え2 ’；. 4 5.2 

マカνィ 0.3 33.6 

勺ゲジ 13.5 

アイナメ 2.6 3.0 

IiカナカVフ 2マ 、

円。
4
－
 



漁獲種類及び出現状況（尾数）

（エピ類・魚類・月別百分率）

第 1-II表

置~
． 

4月 5 6 マ 8 g 10 11 12 工 2 3 

トラェピ 66 5.0 l 2.3. 3.3 ag 11.2 164 21.2 2as ♀4 15.5 a6 

アカエピ as 263 生l 1.3 37. 9 29.4 24.5 64.4 29.3 17. 4 2a4 13. 5 

吻レエピ 08 1.0 2.0 之6 17.ユ561 34.4 7.9 6.2 2.4 ’7. 3 Cl6 
芳〈ス内包ピ 5.0 4.3 5.5 500 21.8 .11..5 12.3 1.5 2.0 1.6 5.0 ao 

マイマイエピ 36.4 3.3 606 Gマ 5.0 Q3 6.8 2.1 3.8 2.3 5マ Cl8 
エ民沖コ 31.0 53.6 14.1 3as ’7. 5 1.3 3.3 1.5 28.6 63.2 足立7 51.4 
ラナガテツポ？ェど 11.0 6.2 09 3.3 エ8 2.2 1.1 Q8 Cl5 包2 16.8 

テツポウェピ Cll Q2 04 Cll 

ノミエピ Q2 Ql Q3 04 1.5 3.2 Ql 

キンエピ en 
アシナガ毛エピ 03 Ql 

コモチジヤコ 3.l 6.4 25. 8 301 60 31.4 4企6 2.0 1.8 0.6 JD. 2 
アカrャゼ 42.8 37. 9 6.5 26.2 26.マ48. 8 44. 6 28.4 21.8 2.5 6 7. 5 6 5.2 
アヵウオ 3 (l6 6.4 9.7 弘？？ 4.6 4.9 11.5 3.6 

・・ー

イトヒキ、ゼ ユ心 え6 1.2 ． 
イソJ、ぜ 1.2 

テソジクタ七イ 工えマ 400 22.6 1$ 18.1 5.8 54.3 68.2 79.9 5.l 2.0 

ネヅツポ 105 8.6 6.5 6.8 4.3 2.3 1.9 4.9 6.0 ユ4ユ 14.6 エ♀O
ヒイラギ 3.2 l.O 3.4 3.5 1.9 Q6 Cl4 

・古Lソ 1.0 工8.l 5’7 08 
カワJギ 1心 2. 6 

ウマズラJギ (l9 

アミメハギ Q4 

トラフグ (l9 04 

サバフグ 09 

クロウシノシタ Qマ 6.5 ユ心 3.4 Q6 

マダイ 5.2 

イボダイ Q9 

ハモ 10 1.2 

イツテゾアカタチ lO 

マアナゴ 3.7 Ql 

苧ノアナゴ 1.0 

カタクチイワシ 3.2 

マトトラギス 6.5 

4炉fウォ 3.2 

ガシゾウピラメ 3.2 2.3 04 
ー

マカ・νイ 262 

マアジ 6.9 

アイナメ LO Q4 

カナガVラ 3.2 

円
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第 Z 表 漁 獲 組 織 （%） 
一一 一一－－唱一一’－ － ι ー，a一一 一一ー一一←

石欄閥均l嗣！ド石務桁姻副戚総鞠i漕網操業期間

4 5 6 マ 8 9 10 11 12 1 2 3 均組成 組成

4aマ3'tマ61.9 12:マ29.4マ＆’154.9 4Cl2 44,.5 31.3 29.o 252 452 2a5 36.9 

3Zマ21.013.6 2 Lワ26.110626.21Zll9.5 258 33.ユ出4.6 20.4 31.2 258 
Z!3 9.1 153 6.3 8.3 3.5 6.2 269 2 0.6 ユ5.825.γ 同官0 9.4 2Z8 161 

11歌体類 0.1 1.3 一 12.9 5.9 Lマ 込マ 62 5.5 Lマ 5.8 0. 5 4.0 2マ 3.4 

！ヵュ類 16.1 3081 230 46.4130.3 rz 6 10.1 102 9.9 25.4 6.5 且2マ l 'Z 7 

向体長｛駒甲長｝組成

主要zピ類（アカエヒ九サルエピ、トラエピ｝と周名漁獲されるアカハえテ Yジタ

ダイ、 γヤコ、について体長測定を行も、第3-I , II表の如き体長組成を得た。

表中月によってt丸非常に数の少ない種類もあったが一応託識しすよる

｛坦当 巻国一雄）
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